
　海や湖に沈んだ遺跡のことを水中遺跡、これを研究する考古学を水中
考古学と呼びます。
　北海道は本州やサハリンとの交流・交易や戊辰戦争など、文化的歴史的
に海との深い関わりがあります。1974 年には江差町沖に沈んだ開陽丸
の調査が行われ、日本水中考古学の先駆けとなりました。
　21世紀に入り、北海道を含む全国各地で新たな水中遺跡の調査が再び
始まりつつあります。これを受け、文化庁でも水中遺跡の確認と保護制
度・体制の充実を目指したさまざまな活動に取り組みはじめています。
　今回のシンポジウムではこのような最近の動きを紹介し、水中遺跡の
重要性や意義、具体的な制度や調査の在り方などについて、広く知って
いただくことを目的とします。
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12：40 【趣旨説明】
 臼杵　勲（札幌学院大学人文学部）

12：50 【基調講演】　鷹島海底遺跡の調査と日本の水中考古学
 池田榮史（琉球大学国際地域創造学部）

13：35 【事例報告】　上ノ国町上ノ国漁港・昇平丸の調査
　 塚田直哉（上ノ国町教育委員会）

14：20 【事例報告】　森町森桟橋跡の調査
　 高橋　毅（森町教育委員会）

15：05 休憩（10 分）

15：15 【基調報告】　日本における水中遺跡保護の取り組み
　 森先一貴（文化庁文化財第二課）

16：10　　全体討論（準備 10 分）

16：40 終了
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日本の水中考古学と北海道
　日本は島国であることから、豊富な海に関わる歴史事象を有している。しかし、現在把握されている水中遺跡は非常に少ない。
一方、水中文化遺産条約などをめぐる国際的な水中遺跡保護の取り組みが進展する中で、近年日本においても水中遺跡の確認と
保護制度・体制の充実が提唱されている。鷹島海底遺跡の史跡指定化なども受け、現在、水中遺跡は文化財保護の重要項目の
一つとされ、調査方法の手引きの作成も進められている。また北海道は、本州やサハリンとの交流・交易や戊辰戦争など、歴史
的にも海との関りが深い。そして、1974 年の江差町開陽丸の調査は、水中考古学の先駆的な例となった。しかし、その後は
水中考古学の実践は活発化せず、一般的な認知度も低く、水中遺跡保護への理解も十分とはいえない。本シンポジウムでは、
水中遺跡の重要性や意義、具体的な制度や調査の在り方などについて紹介し、水中考古学の学術研究と水中遺跡の保護の両面の
促進に寄与しようとするものである。


